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13だ 16日 、総長選挙を行 r12月限 りで健康をえ雪

に辞■した天野和夫総長の後任に立命負
=大
名誉教授・ 谷岡武雄 氏 (39オ)を

選出した。中学・高校 。大学を持つ立命単総長は教学の最高

責任Iでメ:学長も兼ねるから専任の現i=教員の中から二蟄ばれ

tう。1'|ミ行政に実績のある現役候補を批 え、瑾学 85年で,
こ
.(丈
学部 0・ B教員 tヽ らの総長誕生は地理 tとで世界 ,こ知ら

れた生え抜きの学究を表看板によ甲したてたことになる。

亡れの士丸開発を調べる条塁格J復元の等一人者。フtンス

のち落崎造に詳しく多くの国際学会の役員もつとりる。
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0■ 命 館 大 学 神 奈 lli県 支 部 絲 妾 (第 3回 )3ヨ 催 さ れ る
。巨 時  昭和60年
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1日 (視 日)午後 4100～

・場 ,7  横浜邑際ホ 3・ ル 職 浜駅西ヨ 従ホ こ分 )
・会 費  ¥10,も じCf今年会贅 3,こ ιr弓 )
・来 賓  谷「L・L武秦E][=Ft大学総長・前 :■彗生 二衛,1校友課長
'ア トラクシヨン・・・ [:ク タ,一 専属歌手 :米fiヨ み」
○ =ル

フ コ ン ペ (■ =口1)。E 時  昭れ 0年 4馬 7百 (g) iに 合現地コピー 8時
・場 所   r―津国際ヵレ トリークラブ

沼滲市愛|(宇屁上   雷 (055→ 13-3222
※ ‖■ :茂由 毬 tL(31年理工卒)雷 (045)712-0787

0美 術 饉 賞 会  (第 3魔!) モダンアー ト腱
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・場 斬  東京彗
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ri59年 7月 から毎月第 3水曜日に開催している
会1)は会場を「ル・デ

“
、―夕」へ移しました。 (群組|は第 9面に)
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‐
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第 3□  |「 奈 りll,ミ 支 部 総 会 開 か れ る
本日 (し 月21日 )ll‐ 多忙な折、多

`の
校友の方 々御出席 Fさ りあ りがとう

ございます。ここに第 3□支部総会を 5:怪致 します。

○ 支 部 役 員 (笑 )
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立 F,館大学校友 /_― 神奈 11:県交部 会計報告
昭和∞年 2月 末目

会 計   浜田 平穂
重谷  務

不 00. 2.

立命館大学校友金 神奈 ll'県支部 陽60年度 会計予算実
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会費払込みのおお■い

。会員一人ひとりの会警が 今後の支部の充実した運営 、発展に結び

つくと御認識のうえ 智様の御支婁、御協力をお願いい●します。
・会費が有効
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四 十 年 の 想 い 出   硫 黄 島 へ1出 撃 す る .:

森 田 康 夫 (昭和 19年 理卒 ) .
学窓から海軍へ・・・・真珠湾の先制攻撃による緒戦の戦果に酔っていた軍
部も昭和十八年秋頃から徐々に日米の航空戦力が質1量ともに米側が優勢になっ
てきた

―

が昭和十九年、三年生になった頃に、日本の最前戦基地である
ラバウル航空隊は トラック島へ引き上げ命令が出されました。その頃あと六ケ
月で操り上げ卒業ができる学生のうち徴兵検査で第一種乙以上の合格者は必ず
陸海空軍を志願するのが通例となっておりました。それで私も昭和十九年五月
には海軍技術見習尉官と海軍予備学生を針願し、技術見習尉官は学科試験がま
ずかったせいか ?不合格となり、当時消耗品といわれていた予備学生のパスポ
ー トを得ることになりました。また卒業後の就職先も今とちがって結構なもの
で明日のいのちの保証も出来ない若者でも主任教授の推薦で当時航空燃料の耐
曝剤「四エチル鉛」を陸海軍の管理下で生産していた皇国第 765工 場「現

寝2晃分募濡響受憲歪慧哲古倉軍墨菫意舷[糧ふ畠夢脅F酸攪|ま先?]集知意
れども帝国海軍士官になれる同僚達 の勉強は最小限度の単位のみ。あとは暇を
みつけて新東極河原町や西陣はたまた北野方面まで豪放無ネしの振舞いで西陣署
の厄介になったものです。

海軍航空隊から硫黄島へ・・・・昭和十九年九月に繰り上げ卒業・十月一日
付で海軍予備学生として館山海軍航空隊へ入隊しました。航空隊では最初は軍
服を着せられた中味は素人の軍人でそれからの.ll練は大変なものでした。

:

麗者3留否馨霞人署籍馘雹夫習ぶち三詈
習°棒倒し・銃倹」術等による心身の鍛

る分f歪釜漫:肩 []肇扇象讐意委瑾理:爵
置算暴?言織警葛曇愛皐み尋襲Lな
ノて学科 Jl練はもとより関東平野や成田

言』][言諮]畜咆[量曇:言i[]:方
暦整馨2顔喜曇獣膚奨写霞醸墜8量
を行 ったが機動部隊の柱とする主力空母

基厘晨き名讐彗だtt傷墨ま:琢援基i
縄戦含暑詈霜嵐碁裟儀と薦晟子と[響青

二十年六月には既に米車の占領下にあ
う嗜 全 9晏ギ●命ぜ られて元我が軍の元山飛行場における B-29及び 3-

自 宅 〒253横浜市港南区下永谷町
2308--2‐-101

勤務先  森 田技術士事務所 々長
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ジ ヨ キ ン グ :lさ 私 を 変 え た

自 井 治  (35年 文 日本史学専攻卒 ).
ジヨキングを35ォからぃじめて11年 4ケ月がすぎたが、ジョギングは私をす
っかり変えてしまった。腰蒲の原因がはっきりつかめす(内科の先生から老化
予防と体力の快復をかねて何かスポーッをやってみてはと言わ
れて簡単に出来る運動がよいと考えてジョキングをはじめた。
これま,走った距離は 24,810キ ロですから一日平均
6+。 ということになり、18年 FFjで地球一周走破を目標に毎日
ガンパッテぃます。ょくジョキングの効果を聞かれますが、書
き出せばきりがありません。一番は、快食・快眠 快便・快セ ックスというこ
とです。結果 としてぃっも頭がす―Jき りしてぃます。肉体的に自信があるとい

ヘ

うことは健全な精神が宿るということで、1続的な努力が出来るようになり、
忍耐力がつきt物事を長期的計画的にとらえることが出来ます。
仕事に対する自信、趣味を楽 しむ原動力にもなってぃます。
一年を導 じζ朝は 5時半がら 6時に起き、夜はlo時には床につく。
出勤前に約 1時間走ることにしてぃます。日曜・休日に長距離をやリー日平均6キ ロになるよう走ってぃます。他に水泳・空手も定期的にやってぃますが、どれも友達が出来ること、視野が広くなること、ス トレスがとれること、全体
的に生活がっ実レ何物 ,こやかえがたい。人生とは瞬間の連続である。今日一日に全力を尽せと言われています。人生とは努力の連続であり、成果は努力の積み重ねの結果であるも他人のは来ないことをやってぃる自信、優越感を持っているのは気持のいいものです。私が走ってぃるコースに 65ォではじめて 82
オの人がいますが、ぃずれこの人のょぅになりたぃと思ってぃます。ここまで読スッだ人は、鑓分ガチガチの面白くない人生じ■ないかと思われるかも智れませんが、一年の70%がこあベースでぁり、ぁとの30%は、友達と飲んだり、峡画を見たり、好 きな本を読んだ り、時間が少な くて困るくらヤ
)楽
しんでいます。もし18年で一月できたら二月 日は一 日 5キ ロの22年間で走破 して人生を終 りたぃ。そぅ計画してぃます。
自 宅   〒 272 市川市菅野 4-8-7
勤務先  株式会社 荻原 東京支店 取締役支店長
と び っ く す _。 lll静 位 命

お売[奄11守7亀奸『縫二景型費菅∫子■
(ゼ三,)」 が刊行された。
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※谷岡総長誕生をお祝いして地理学科卒業生よリー _~・書いてもらいましたら

KEAコ ンサル タンツ オ
~/7ス
所長 )

昭和 36年 に立命饉大学文学部に入学 した。谷驚先生は、私達の■当教官であ

った。いつもダブルのさ,装で、しぶく端正であら rした。寸分の時間を大切に、
御研究をなさっているのが、ビンピンと私達に伝 ってきた。そのことが、わ に

とっては近付きにくさともなった。後年、先生の当 詩代を「鬼の谷岡の時代 J

と呼ぶと聞いて、なる l‐ どと思った。ちなみに、:私は発生の格 EUの お計らいに

よって、立命館で 5年間を過ごさせていただいたの
・〔ある。

○ 「谷 岡 先 生 を 語 る 」

松田松男 (4三年卒・県立小日原城ヽ高校 教諭 )

学生の時、既に一方的な輛識はありましたが、計義はゼ ミのただ一度だけて

した。その頃は正直いって、先生が恐かった。片言のた話ができる機会をもて

るようになったのは私が rp」もk会・ご退職記念 。地
'Iや

教■ 50周年、そして東京
での学会などでお会いするようになってからのことで、まさに「仏の谷岡」と

いわれる頃からですさ先生のご功繊・ご高名はいま,“ 豪′ll~住 んで研究のまね
ごとを している間に、ひしひしと感じてきました。実の承、新聞記事にて総長

にご就任されたことを最初に気付いたのは家内で 1_′ た。■命能の地理はいまや

全国的なものに成長しております。先生が総長としてご健在であることはとじ

もなおさず、立命館の地理のよリー層の発展を意味 しているわけです。
私は今までより更に心、の中で立命館の地理を豪語 したいと思います。先生のご

壮健と一定Jの ご活躍を折念 し、お祝いのことはと似します。

※ 立命館地理学教室を私学―にした谷岡総長の略層と著書を紹介します

絵 長 略 歴 と 著 言 紹 介

大正 5年
超和 19/CII
′夕 214ニ
″ 2年
´ 25年
″ 30FF
″ 弱 年
″ 37奮:
// 44年

京都府楡喜革多賀村 (れ井手 1■)に 生まれ,【 :。
立命館大学 法文学部 地理学科卒
″  予料・立命筆専 F5学校講師
ク  文学部 講 師
ク    ´ 麗,教 :I
″    ケ 教 授
学凛語外う千■●」度により約 1年胃フランスを ,卜心に外国撃 学
東京メ:学よりI学博士の称■を受 く
立命食

'大

学 文学部長 (～ 46年 )
メ、文逃理学会々, (～ 51年 )
ベルギー :リ エーシュ大学孝を受章

国際地警学連合 (iGU)作 業者S会 委員長 (～ 58年 )
立命館大学 文学苦I特り」任月教授
フランヌ政府よリパルム・アカデミック革

=の
オフ●シェ章を受章

ILl本の文化功労章にあた紛
立命館大学 文学部 名誉教授

舅在
 慮壺業馨言言言亘桑曇嚢夏言↑:]袋墨質量電竃寵事

1    // 5?FF

|

:

[_____

著書 平野の堆■・
歴ジl地距学

平野のり]発・フランフ、の農ヽ
コンサイス地名辞典 (種 本静 外邑幅 )t詢 )多数
7 _____… ―一 ―――…… …一 ― ―…
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県 立 高 校 入 試 に 'Dい て
県立 ll‐l余 |■:校 教諭 長谷川貞栄 (46年文・地理学科卒

EI学生をおもちの投友会員の皆様での関 :き.事の一つに高校進学があると思い
ます。今日より 3回 のシ リーズで高校にJ題について載せたいと思います。
第 1回 日は、先 日行なわれました高技入試です。

◎ 入学試験は入学老選抜資料の30%にすぎない :

０

　

　

０

ｎ
ｖ
　
　

　

Ｏ
）

０
０
　
　
　
　

●^
フ

内 申

ヽ
―
―
；
―
、
′
‐
‐
‐
―
―
ノ

第 2学年  9教 科の評点のす|
5点 × 9教科 =`5点

お 3学年 国。社・数・理・英の言r
10点 × 5教独 ×■5=75点

第 3学年 音・美・保体・技家の計
Ю点 × 4教 :ヽ× 2=80点

"点
満点

,こ

換算
００

　

　

点

入

学

者

選

抜

資

料

ア・テス ト 」六
０７

ｌ

Ｆ
Ｊ
点
妹
４　」

５
　
×

Ｘ
　
４

点

×

Ю

点１０。英該
唖
”

奴

保

社

一夫

国

一言

20,点

満点に

換算

入学試験
日・社・数・理・英

題点 × 5教科 =250点

30点

合点に

換算

表からおわかりのように■学 2・ 3年生の応申は遣抜資料の[0%を 占める。
うち第 2学年時においては 5蕉法により9教科なので き点 X9教科 =46点。
内申lt~占める言J合は 200点満点の45点 なので 22.5%り またメ.学者選抜資料
に占める言I合は12_:1圭てで50%なのでК Xう .225=11.25、 則ち 11.25%
ということになりまつ。ス学者選抜は中学 2年生 4月から始まっているという
ことです。「 ]ニドは平た点

であり、ア・テ=卜
は 2年 3学警 1■行なわl,る 県下一

斉テス トである。 |・学決ではF」幸とア・ザ
'ヽ

卜を資;科とし,て受験枝を決めます。

また県上高までは内中 ("点 )、 プ・テス ト (20点 }、 入学試験 (30点 )で
言:100点満点として選考 (第 1次選考)tノ ます。

◎ 第 1,選考の範囲
多面時、総合的な選考を促進するために第 1次選考の範囲を各学校第 1学年
生徒の定員の 80%と する。即ち定員の 30%を 上記の表 (ア、学者智抜資料)
による点数の上位者から合格者とする。

◎ 第 2次選考の範囲は20%も ある

レヽ

第 2次選考に■ヽいては、それぞれの高等学校の個性や特色に応し1て成績の点

数のみによらず、資うの一部を欠く生徒も配慮しながら調査書等の選凌資料に

基づいてKS合的に判定しノて合格者を決める。即ち定員の残り,0%は 「成績」と

「中学 7.・学時の生徒会活・IF・ クラブ活動 '学級活動その他日常活動の様子」な

どを総合して合格者をラtめる一一ちのクラスに V毛がいる。第1次選教こは支い つ

事やE君場曇f野彎濯と運等製ど丘t爆晟誦鼻嚢霙奪乱璽■お事i羅鶏
てしヽる。    )( 次 回は学校 11・ 学鳶結i4■・ 学校の 11び方ですも
………̂――一―――一‐ヽ・́…‐一～―― ‐́――――̈――― -  3   ‐ ‐・………―― ―‐――̂ヽ――――‐‐―‐―…――
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I第  2 回・幹
―
一 立 命

第 2回ゴルフコンペは皓さ9年 ]0届 9日 (火)平塚富士見 C・ C平塚コース
で16名 (う ち紅 2点 )の参加を得 て開催され まし′た。当日は快晴 11風の言訳な
しのベス トコンディシ ョンに恵まれ、働蜂の立命人 ,を しばし忘れさせる見事
なプ レイが随所に展開しました。主なる成績 (新 ペリア方式に基 く)は以下の
如 くです。
・優 勝 芦川 孝氏 (35'1工 奈良建設い勤務 )C■ 90,H‐ 19.2,N田=72.8
・準優勝 稲川―一九氏 (20,ユエ 関東精器蜘勤務)C=103,H=30,蠅 T=73
・ 3 位 車 宗成氏 (32法 オ リオン化成蜘社長)Gtt110,H=36,ET=74
・ベス トグロス賞 [日 田正秀氏 (36法 日本勧業角丸証券 渋谷支店長 )

優勝の芦川氏は「久 し振 りのゴルフでしたが、仕事を通じてのそれとは全く別

で伸 こヽ伸び愉 しくプ レイ出来た結果の優勝です。次国も是非参加 し、多くの校

友と交わ りたいぅJと語つておらオ。まし,た 。尚、当幹事長 :ヽコンペに対 し次の
校友の方 々から多数 の賞品及び賞金が寄せられましたぃ諄 く御ネし申し上げます。

上喧
　
・一

報

一

ぺ
催王ヽ

ン
部
コ
支

フ
県川

ル
奈
ゴ
神
Ｆ
会友

長
校
事
大

参加賞々 rill 森コ 康夫 (19年理工 )

会 一封 相沢 良信幹事長 (30年理工
ニ ノ尚 基 (31年理工

石井 寛  (36年理工

松田 たかし′ (35-‐理工 )
・・・ 50,000疑 )
・ 20,000円 )
・ 10,000円 )

`り

[:達二 38年法 ・ 茂IL哲也 30年理工)

海 つ り 大 会 (第 1回 }開 か れ る

昭禾159年10月 21日 (日 )片瀬江 ノ島「万葛郎丸」にてアジ・サバつり大会開
かれる。快情に恵 まれたが風強 く波 r― し。相模湾に魚群求めて出船するも 、さ

らに波碍くな り警報が出たので鳥港ご |●下 (bO年文)。 長● (54年経)・ 長谷
り||れ 5年文)ダ ウン。しかしベテラン松日 (36年理I)・ r‐

l憂1142年法)両氏
は本の葉のように揺れる船でたくさんのアジ・サバ・シイラを釣る。
太公望は高田敏彦氏 (42年法)が獲得。下船後海辺でカンピールを li・Iけ次国
は三薄半島剣崎あたりで磯つりをしてはどうかなどの意 見が出ました。
多数の参加をお待ちしています。 (長谷川 45年文卒 )

____情 報 交 姜 会 (仮 編 を■ つ い て ―一 一 一

神豪り11県支部では情報交換会を昭和59年 7月 lt発三させ年月第 3水曜日に覺
催しています。「校友会々曇相互の親睦を浜め、そヒノて議々の情報を交換し得
る場」として;`展 しつつ  '「

=.'議`あ ります。気軽に多くの

校友から参加していただ

きたくご案内中 し上げま
す。なお今までの会場「
パークサイ ドJが 閉店 に
なりましたので会場を近
くの 「ル・デ ューク」へ

移 しました。
次 Jは 4月 175(水 )

FM 6 :30´t9 :  3 0

会 iやは 3,000円位。

幹 事・
‐上田隆 (41年法 )

「ル・デューク」フランス粟子苫
薩 南幸 2・ 14‐ 7新 ビル
曾 (013)312-5161
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コ

'4颯
今 f_____



昭和 60イ■
=月
21ビ り つ め い

昭 59年 度 忘 年 大 会 開 か れ る

松 田  た か し (35年 理工 )
12月 9日 (E)横浜中幸街・横浜沐藪 店で開かれた。参加者
47名。その中に夫人同伴 7名 もあり、まあまあの出席者であっ

た。昨年 に比 し倍増であり当会の発展がうかがえる。毎年 12月

に開かれるのでより多 くの参加を望みます。茂山氏 (31年理工 )

の L―l会のもとで校歌斉唱、なごやかな歓談で始まった。カラオ

ケ、ジャンケンゲームと続き、あっという間に

'時
間が過ぎ、

応援歌を斉唱、フレー :フ シ■ i立命 ッ。で解散。参力「 された方
々、また都合で参加されなかった方々、本年 12月の忘年会 ,ヽ は是非参加 して下

さい。幹事の方々、御苦労様でした。

各 担 当 者 か ら の お 願
…
一 ― ―

r、

・会 社 員 (29ォ )

54年経卒

⌒

会費卦い込みのお願 い (会計担当 重 谷 )
会員一人ひとりの会費が 今後の支音

`の

充実 した運営、発展に結びつく
ことと御認識のうえ 皆様の御支援、御協力をお願いいた tノ ます。

振込先は 下記いずおの機関を通 じても結帯ですし
(1)銀 fi  横浜銀行 横浜駅・4~支店

普通預金  ヽ 825229
(2)郵便局  横浜 中央郵便局

振替口座  No小長浜 5--10799
※ こ座名をまいずれも「立命館大学校友会神菊 |1県支部」

(3)現金書ヨ 下記事務所 まで
や 221 横浜市神奈′|,区得屋町 2-21-9

三善ビル 東王異産腕横浜支店内 浜■平穂
('300年 3月218総会出席の方は、当日ら会費に合 まれています。
昭δ6年度分会費 昭60年 4月 ]日 ～略 61年 3月 31日有効 ¥3,000)

○ 勤務先・住所など変更の時は事務局まで御連絡下さい。
(名澤発■委員:貝 壼 ′::)

()花 嫁 求 む  :
・高校教員

`12オ
)

50年文卒

○ 求人・求Iスの事実をいたし′ます。
事務局へ こ応募を

○ 協賛広告を御願い致します

―
―

―

編 集 後
― ―

―
第 6号発行にたど りつき、委員一月ほっとしてお ります。

倉量蘭号1省ヒξ寛虚客重晋:き FIttξ牟昔黍ン
た
マもり
です。

積極的な投稿をお待ちしております。

広報委員長 (武 田, 再」委員長 (上  田、都 築 )
委 員 (出 下、川 俣、長 浜、長谷川 )
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